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問 島原半島ジオパーク推進連絡協議会　☎０９５７（６５）５５４０

つなごう未来へ！島原半島世界ジオパーク

ジオパークであり
続けるための取り組み

島原半島世界ジオパーク
キャラクター「ジーオくん」

島原半島世界ジオパーク
キャラクター「ジーナちゃん」

　今月から、島原半島ジオパークの見どころ「ジオサイト」を紹
介していきます。ジオサイトは、地形や地層、岩石を観察するだ
けでなく、地球活動と人々との関わりを楽しむ場所の事です。
　第１回目は、「原城跡」です。１９３８（昭和13）年に国の史跡
に指定され、現在世界文化遺産の本登録を目指しています。
　原城は、島原半島を治めていた有馬氏の本城・日野江城の出城
として、安土・桃山時代に築城されました。江戸時代に入ってす
ぐの１６０４年には、城は新しく作り直されましたが、１６１６
年に有馬直純が日向延岡に転封され、代わって松倉重政が入封。
重政の命により、１６１８年に島原城の築城が始まると、「一国
一城令」で、原城は日野江城と共に廃城になりました。１６３７年、
「島原・天草一揆」が勃発。唐津藩天草領の領民と合わせて約３
万人（諸説あり）の一揆軍と、12万ともいわれる幕府軍との戦
闘は80日間にもおよび、最後は内通者１人を除いて皆殺しとい
う悲劇を招きました。
　徳川幕府を震え上がらせ、日本の鎖国政策を加速させるきっか
けとなった大事件の舞台となった原城は、海に突き出た丘状の高
さ約30メートルの自然地形を利用して建てられたものです。
　この高台の上半分は、およそ９万年前、現在のカルデラを造っ
た阿蘇山の巨大噴火で生じた大規模火砕流の堆積物です。もし、
この火砕流が発生していなかったら、有馬氏はどんなところに新
しい城を作ったのでしょう。
　次回は「眉山と島原大変」を紹介します。
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　東日本大震災から３年が経過しようとしている３月９
日、東北の復興を応援するイベント「リメンバー３.１１」
が西有家町の須川港多目的防災広場で行われました。
　このイベントは、同じ自然災害を経験し、全国から温
かい支援によって復興を成し遂げた島原半島人として
「３ .１１」を忘れることなく、引き続き被災地の現状に
関心を持って支援の輪を広げるために、がまだせ東北支
援実行委員会が開催しました。
　会場では、南三陸町特産品などの販売や復興への願い
を込めた和太鼓の演奏などが行われました。

復興を願い「リメンバー３.11」

巨大噴火と歴史との関わり

原城跡の海岸沿いに露出する地層。阿蘇山からの巨大火砕
流の堆積物が間近に観察できます。

本丸があった高台。上半分は阿蘇山の巨大火砕流の堆積物
でできています。

ジオサイト① 原 城 跡
南三陸町「防災対策庁舎」


